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令和8年（2026年） No.245 

8
赤潮被害、国へ陳情／町を元気に、夏祭り

消防団幹部叙勲・褒章

令和８年度長島町職員採用試験／大学生（東京圏）のUIJ

ターンを支援

鷹巣団地跡地（土地）を売却します／～ながしまエコ通信～

古着処分の方法は

成年後見制度を利用しましょう

知っておきたい「介護保険制度」～地域包括支援センターだより～

食改さん養成講座の参加者募集

国民健康保険税が変わります

土壌検査を実施

固定資産税に係る各種届出／町長動静

知っ得ボックス

まちの話題

長島文芸／町立図書館のおすすめ

ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お

礼／編集後記

［裏表紙］第４回砂ASO Beach in 長島　参加者募集

令和８年７月３１日現在 ※（ ）は前月比

4,281 （‐３）

（-４）

（-5）

（‐９）

4,586
4,403
8,989

 ７月22日 （土） 11時31分

　7 月 22 日にわくわく
どきどき科学教室を開催
しました。
　全 17 のブースの摩訶
不思議な科学の世界に子
どもたちは没頭し、目を
輝かせました。その保護
者たちも楽しんでいる様
子でした。

（関連記事＝ P18）
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赤
潮
被
害
、
国
へ
陳
情
町
を
元
気
に
、
夏
祭
り

　
７
月
25
日
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ
な

が
し
ま
２
０
２
６
・
夏
ま
つ
り
納
涼

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
夏
の
風
物
詩

を
楽
し
も
う
と
約
８
０
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
観
光
協
会
の
波
戸

正
和
会
長
が
「
歌
手
の
光
岡
洋
さ
ん

と
堀
内
春
菜
さ
ん
の
歌
や
た
く
さ
ん

の
出
店
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
海
辺
に
設
け
ら
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
内
外
の
個
人

団
体
に
よ
る
、
歌
や
ダ
ン
ス
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
観
客
席
か
ら
た
く

さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
、
終
盤
の
打

上
げ
花
火
が
夜
空
を
彩
り
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
抽
選
会
で
一
等
賞
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
冷
蔵
庫
が
当
た
っ
た
樋

渡
陵
太
さ
ん（
鷹
巣
小
３
年
）は「
一

等
が
当
た
っ
て
う
れ
し
い
。
家
で
使

い
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。　

３ ｜  広報ながしま  2026年8月号

　

６
月
中
旬
に
八
代
海
で
発
生
し

た
赤
潮
が
、
本
町
海
域
に
あ
る
養

殖
ブ
リ
の
生い
け
す簀
を
直
撃
し
、
深

刻
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
７
月
28
日
、
国
に
対
し

て
赤
潮
被
害
か
ら
の
復
興
支
援

に
向
け
た
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。 

　
陳
情
で
は
、
小
里
泰
弘
衆
議
院
議

員
と
川
添
健
町
長
、
山
下
伸
吾
東
町

漁
業
協
同
組
合
長
、
鶴
長
洋
一
北
さ

つ
ま
漁
業
協
同
組
合
長
ら
が
農
林
水

産
省
山
本
啓
介
政
務
官
の
元
を
訪
れ

る
な
ど
、各
省
庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

財
務
省
で
は
、
片
山
さ
つ
き
財

務
大
臣
と
直
接
面
会
す
る
こ
と
が

叶
い
、
赤
潮
被
害
の
現
状
報
告
と

埋
設
処
理
な
ど
に
関
わ
る
費
用
負

担
を
切
に
要
望
。
現
場
の
実
情
を

説
明
し
、
国
に
よ
る
「
赤
潮
被
害

緊
急
支
援
事
業
（
総
事
業
費
＝

４
８
６
０
万
円
）」
お
よ
び
「
緊

急
雇
用
事
業
（
同
＝
５
０
０
０
万

円
）」
へ
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

　
片
山
財
務
大
臣
か
ら
は
、「
赤
潮

被
害
の
深
刻
さ
は
十
分
理
解
し
て
い

る
。
支
援
に
向
け
て
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
心
強
い
回
答
を

受
け
ま
し
た
。

片山財務大臣（写真中央）へ支援を要請片山財務大臣（写真中央）へ支援を要請

６月の赤潮被害の様子６月の赤潮被害の様子

堀内さんの「納豆浪漫唄」で一緒にダンス堀内さんの「納豆浪漫唄」で一緒にダンス フラダンスで観客を魅了フラダンスで観客を魅了

夏まつりといえばかき氷夏まつりといえばかき氷 客席でパフォーマンスを見せる光岡さん客席でパフォーマンスを見せる光岡さん

夜空を彩った打ち上げ花火夜空を彩った打ち上げ花火
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町消防団幹部　　　

　   叙勲 ・ 褒章

　
竹
上
さ
ん
は
、
同
叙
勲
で
「
瑞
宝

単
光
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。
昭
和

55
年
４
月
旧
東
町
消
防
団
へ
入
団
し

て
以
来
、
45
年
間
（
長
島
町
含
む
）

消
防
団
活
動
を
通
じ
て
町
の
防
災
防

火
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
４
月
副
団
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
常
に
団
員
と
一
心
同

体
と
な
っ
て
指
導
掌
握
に
意
を
注

ぎ
、
全
団
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

推
進
。
結
果
を
分
析
し
、「
入
団
し

た
く
な
る
消
防
団
」
や
「
活
動
し

や
す
い
環
境
作
り
」
と
し
て
、
団

員
報
酬
の
適
正
化
を
町
当
局
に
強

く
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
心

身
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
い
ち
早
く

認
識
し
、
危
機
管
理
・
安
全
確
保

研
修
や
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
研
修
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
の
開
催
を
推

進
し
、
例
年
団
員
研
修
と
し
て
実

施
す
る
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
組

織
の
再
編
、
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

ー
ー
竹
上
さ
ん
の
消
防
団
経
歴
ー
ー

・
昭
和
55
年
４
月

　
旧
東
町
消
防
団�

入
団

・
平
成
７
年
４
月

　
旧
東
町
消
防
団
本
部
部
長　
就
任

平
成
18
年
旧
長
島
町
と
旧
東
町
合
併

・
平
成
18
年
５
月

　
長
島
町
消
防
団
本
部
部
長　
就
任

・
平
成
19
年
４
月

　
長
島
町
消
防
団
副
団
長�

就
任

　
門
元
さ
ん
は
、
同
褒
章
で
「
藍
綬

褒
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。
昭
和
62

年
４
月
旧
長
島
町
消
防
団
に
入
団
し

町
消
防
団
長
と
し
て
の
現
在
ま
で
、

38
年
間
（
長
島
町
含
む
）
消
防
団
活

動
を
通
じ
て
町
の
防
災
防
火
の
た
め

に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
に
従
事
す
る
特
性
を
生

か
し
、
例
年
出し
ゅ
っ
す
い
き

水
期
前
に
土
の
う
用

の
砂
を
確
保
し
、
各
分
団
に
土
の
う

の
作
成
を
促
進
。
緊
急
時
に
使
用
す

る
こ
と
で
、
減
災
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
素
か
ら
消
防
団
の
活
動
が
地

域
防
災
の
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、
地
域
や
企
業
・
団
体
、
町
当
局

に
も
積
極
的
に
語
ら
い
、
住
民
の
安

心
安
全
を
常
に
考
え
る
姿
勢
は
、
団

員
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
な
ど
か

ら
も
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
て
、
令

和
７
年
４
月
か
ら
全
団
員
の
強
い

推
薦
に
よ
り
、
長
島
町
消
防
団
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

ー
ー
門
元
さ
ん
の
消
防
団
経
歴
ー
ー

・
昭
和
62
年
４
月

　
旧
長
島
町
消
防
団�

入
団

・
平
成
31
年
４
月

　
長
島
町
消
防
団
副
団
長�

就
任

・
令
和
７
年
４
月

　
長
島
町
消
防
団
長�

就
任

　
令
和
８
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
で
、

長
島
町
消
防
団
の
町
口
孝
治
前
団
長

（
小
浜
）と
竹
上
直
登
前
副
団
長（
山

寺
）、
門
元
則
文
団
長
（
蔵
之
元
）

が
「
瑞
宝
双
光
章
」「
瑞
宝
単
光
章
」

「
藍
綬
褒
章
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
章
し
、

７
月
14
日
、
川
添
町
長
に
報
告
し
ま

し
た
。

　
叙
勲
は
５
月
11
日
に
県
庁
講
堂
で

行
わ
れ
町
口
さ
ん
と
竹
上
さ
ん
が
出

席
し
、褒
章
は
同
13
日
に
総
務
省（
東

京
都
）
で
行
わ
れ
門
元
さ
ん
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

町
口
さ
ん
は
、
同
叙
勲
で
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

昭
和
52
年
４
月
か
ら
旧
長
島
町
消

防
団
へ
入
団
し
て
以
来
、
48
年
間

（
長
島
町
含
む
）
消
防
団
活
動
を
通

じ
て
町
の
防
災
防
火
の
た
め
に
尽

力
し
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
、
町
合
併
に
伴
う
団
再

編
で
、
旧
長
島
町
消
防
団
の
団
長
職

を
退
き
副
団
長
と
し
て
就
任
し
、
歴

史
の
異
な
る
２
つ
の
消
防
団
を
一
つ

の
長
島
町
消
防
団
と
し
て
よ
く
ま
と

め
、
そ
の
指
導
力
に
よ
り
団
員
の
教

養
訓
練
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
令
和

４
年
、
団
員
の
強
い
推
薦
を
受
け
消

防
団
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
団
運

営
に
心
身
か
ら
取
り
組
み
、
幹
部
だ

け
で
な
く
団
員
の
意
見
が
通
り
や
す

い
運
営
を
推
進
。
鹿
児
島
県
消
防
協

会
評
議
員
に
就
任
し
、
積
極
的
に
助

言
す
る
な
ど
、
鹿
児
島
県
消
防
の
発

展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ー
ー
町
口
さ
ん
の
消
防
団
経
歴
ー
ー

・
昭
和
52
年
４
月　

　
旧
長
島
町
消
防
団　

�

入
団

・
平
成
３
年
４
月

　
旧
長
島
町
消
防
団
長　

�

就
任

平
成
18
年
旧
長
島
町
と
旧
東
町
合
併

・
平
成
18
年
３
月

　
長
島
町
消
防
団
副
団
長　

�

就
任

・
令
和
４
年
４
月

　
長
島
町
消
防
団
長　

�

就
任
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大
学
生
（
東
京
圏
）
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
支
援

　
町
で
は
、
東
京
都
内
に
本
部
が
あ

る
大
学
ま
た
は
大
学
院
の
学
生
が
、

鹿
児
島
県
内
の
企
業
の
選
考
面
接
な

ど
に
参
加
す
る
た
め
の
交
通
費
と
実

際
に
長
島
町
へ
の
移
住
に
係
る
費
用

を
次
の
と
お
り
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
や
申
請
方
法
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
地
方
創
生
課
地
方
創
生
係

　
☎（
86
）１
１
０
１ ［
直
通
］

〇
対
象
者

◆
移
住
元
に
関
す
る
要
件

　

大
学
ま
た
は
大
学
院
の
卒

業
・
修
了
年
度
に
、
本
部
が

東
京
都
内
に
あ
る
大
学
な
ど

の
東
京
圏
内
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
在
学
し
、
当
該
大
学
な
ど
を
卒
業
・
修
了
し
て
い
る
こ
と
。

◆
東
京
圏
内
に
継
続
し
て
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

◆
移
住
先
に
関
す
る
要
件

　

卒
業
後
に
県
内
企
業
な
ど
に
就
職
し
、
長
島
町
に
在
住
す
る

意
思
が
あ
る
こ
と
。

◆
就
職
先
に
関
す
る
要
件

　

勤
務
地
が
鹿
児
島
県
内
に
所
在
す
る
こ
と
。

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

〇
交
付
金
額

◆
就
職
活
動
に
要
し
た
交
通
費
（
東
京
か
ら
の
往
復
交
通
費
）

や
移
転
費
の
一
部
補
助

令
和
８
年
度
長
島
町
職
員
採
用
試
験

　
町
で
は
、
令
和
９
年
４
月
１
日
に

採
用
す
る
長
島
町
職
員
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
職
員
係

　
☎（
86
）１
１
１
１ ［
直
通
］

〇
募
集
職
種

　

一
般
事
務
職
・
保
健
師
・

土
木
技
術
職
・
建
築
技
術

職
・
消
防
職

〇
受
験
資
格
年
齢

　

職
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
募
集
要
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
募
集
期
限

　

８
月
24
日
（
月
）

〇
試
験
日

　

９
月
20
日
（
日
）

〇
応
募
用
紙
な
ど

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

総
務
課
、
総
合
管
理
課
、
電

子
申
請
で
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

〇
採
用
試
験
電
子
申
請
用
二

次
元
コ
ー
ド

一緒に作ろう長島の未来一緒に作ろう長島の未来
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～
な
が
し
ま
エ
コ
通
信
～

　
古
着
処
分
の
方
法
は

　

自
宅
に
、
着
な
く
な
っ
た
服
が

眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
着
な
く

な
っ
た
け
ど
、
捨
て
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
」
な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
古
着
は
資
源
ご
み
に
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
資
源
ご
み
と
し
て
出
す

こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
減

量
化
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
古
着
の
出
し
方

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

～
古
着
の
出
し
方
～

・古
着
は
洗
っ
て
乾
か
し
て
、
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
中
に
綿
が
入
っ
て
い
る
も

の
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
、

下
着
や
靴
下
は
燃
や
せ
る

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー

(

チ
ャ
ッ
ク)

は
そ
の
ま
ま
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
資
源
ご
み
の
日
に
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ

ト
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
衛
生
係

　
☎（
86
）１
１
５
３ ［
直
通
］

鷹
巣
団
地
跡
地
（
土
地
）
を
売
却
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎
（
86
）
１
１
３
２
［
直
通
］

　

町
で
は
、
利
用
し
な
く
な
っ
た

山
中
地
区
に
あ
る
鷹
巣
団
地
跡
地

（
登
記
面
積
２
７
７
９・
９
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）
を
、
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す
。

　

入
札
参
加
希
望
者
は
、
入
札
参

加
説
明
書
お
よ
び
要
領
に
記
入
し

て
あ
る
入
札
参
加
資
格
や
契
約
条

件
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、
入
札
参
加
申
込
書
受
領

後
は
、
参
加
資
格
の
審
査
を
行
い
、

入
札
参
加
承
認
書
を
後
日
交
付
す

る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
長
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
確

認
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
提
出
書
類

　
入
札
参
加
申
込
書
、
必
要
書
類

〇
提
出
期
限

　
９
月
11
日
（
金
）

〇
提
出
先

　
建
設
課
建
築
係

　

山中地区にある鷹巣団地跡地
住所：鷹巣字大畠 2467-1

至・三船漁港 至・鷹巣中学校
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成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
知

的
障
が
い
そ
の
他
の
障
が
い
に
よ
っ

て
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
た
め

に
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
に
お
け
る

意
思
決
定
が
困
難
な
人
に
つ
い
て
、

成
年
後
見
人
な
ど
が
本
人
の
意
思
を

尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の
判
断
能
力
を

補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
の
生
活

を
守
る
も
の
で
す
。

〇
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
認
知
症
、
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
ひ
と
り

で
決
め
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
か
た

を
法
的
に
保
護
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
成
年

後
見
制
度
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
後
見
制
度
は
ど
ん
な
と
き
に
利
用
す
る
の
？

（
事
例
１
）
Ａ
さ
ん

　

高
齢
で
頼
れ
る
身
寄
り
が
い
ま
せ
ん
。
認
知

症
が
進
行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
年
金
支

給
日
に
は
、
銀
行
に
行
っ
て
お
金
を
引
き
出
し

て
い
た
の
に
、
最
近
は
、
銀
行
に
行
っ
て
も
戸

惑
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

（
事
例
２
）
Ｂ
さ
ん

　

必
要
の
な
い
高
価
な
物
を
た
び
た
び
購
入
し

て
い
ま
す
。
騙
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
Ｂ

さ
ん
自
身
は
認
知
症
の
た
め
か
購
入
し
た
こ
と

も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
事
例
３
）
Ｃ
さ
ん

　

知
的
障
が
い
の
息
子
が
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

Ｃ
さ
ん
が
面
倒
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
少

し
で
80
歳
に
な
り
ま
す
。
将
来
の
こ
と
を
考
え

て
、
今
の
う
ち
に
息
子
の
後
見
人
を
選
任
し
て

も
ら
い
、
金
銭
管
理
を
お
願
い
し
た
り
、
息
子

の
性
格
や
好
き
な
こ
と
嫌
い
な
こ
と
な
ど
を
伝

え
た
り
し
て
お
き
た
い
で
す
。

〇
後
見
人
（
保
佐
人
、
補
助
人
）
と
は

　

後
見
人
と
は
、
財
産
管
理
を
し
た
り
、
身
上

保
護
（
生
活
、
療
養
看
護
な
ど
）
に
関
す
る
事

務
（
介
護
に
関
す
る
事
務
、
施
設
の
入
退
去
に

関
す
る
事
務
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

　

Ｂ
さ
ん
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
要
の
な
い

売
買
契
約
の
取
消
し
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本

人
（
Ａ
さ
ん
Ｂ
さ
ん
Ｃ
さ
ん
の
息
子
）
の
意
思

を
尊
重
し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る

の
か
を
関
係
者
と
一
緒
に
考
え
、
連
携
し
て
、

本
人
を
支
援
し
ま
す
。
（
＝
意
思
決
定
支
援
）
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問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
介
護
環
境
課
地
域
包
括
係

　
☎（
86
）１
１
５
3 ［
直
通
］

知
っ
て
お
き
た
い
「
介
護
保
険
制
度
」　

　
　

 
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

①
介
護
保
険
制
度
と
は

　
介
護
保
険
は
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度

　
40
歳
以
上
の
保
険
料
と
税
金
で
必
要
な
時
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
制
度　

②
利
用
対
象
者

　
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
40
歳
～
64
歳
で
特
定
の
病
気
が
原
因
で
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
か
た
。

※
総
合
事
業
（
事
業
対
象
者
）：「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
基
準
に
該

当
し
た
65
歳
以
上
の
か
た
。

③
利
用
ま
で
の
流
れ

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
「
介
護
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
相
談
＝
役
場
介
護
環
境
課
介
護
保
険
係
ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

２
申
請
＝
役
場
介
護
環
境
課
介
護
保
険
係
に
「
要
介
護
・
要
支
援
認
定
」
を
申
請

３
調
査
・
審
査
＝
訪
問
調
査
と
医
師
の
意
見
書
を
も
と
に
審
査

４
認
定
＝
要
支
援 

１・２
、
ま
た
は
要
介
護
１
～
５
の
「
認
定
」
が
決
定

５
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
＝
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
心
身
や
生
活
の
状
況
を
調
査
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

６
介
護
サ
ー
ビ
ス
開
始

※
総
合
事
業
（
事
業
対
象
者
）
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施
し
て
、
基
準
に

該
当
し
た
か
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
心
身
や
生
活
の
状
況
を
調

査
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
。
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
を
知
っ
て
い
る

と
、
介
護
費
用
と
家
族
の
負
担
を
軽

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
万
が
一
の
場

合
に
す
ぐ
に
行
動
が
で
き
ま
す
。

区分 対象者 主なサービス内容

事業対象者
基本チェックリストにより生活機能の低下
がみられたかた（今後、要介護状態になる
リスクがあるかた）

総合事業（通所型・訪問型サービスなど）を利
用し、状態の維持・改善を図る

要支援 1・2 介護予防が必要な状態のかた
状態の維持・改善のためのサービス

（介護予防訪問介護、介護予防通所介護、福祉
用具購入・レンタルなど）

要介護 1 ～ 5 日常生活に介護が必要な状態のかた
	心身の状況に応じた介護サービス

（訪問介護、通所介護、施設入所、福祉用具購入・
レンタルなど）

※利用料は、サービス費用の原則１割～３割負担です。
　ただし介護度に設定されている１カ月の利用制限度額を超えた分は全額自己負担になります。

サービス内容

　
　
　〇の中に同じ文字を入れて言

葉を完成してください。

　
　
　「

人
生
会
議
し
と
こ
う
」

「
人
生
会
議
し
と
こ
う
」

　

Ａ
Ｃ
Ｐ
は
医
療
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
し
方
に
も
関
わ
り
ま
す
。

　

ど
こ
で
過
ご
し
た
い
か
、誰
と

い
た
い
か
。人
生
の
優
先
順
位
を

言
語
化
す
る
こ
と
で
、自
分
ら
し

い
時
間
が
形
づ
く
ら
れ
ま
す
。

　第１問
　①〇〇あし
　②み〇〇
　③〇〇ぐるま

　第４問
　①ま〇〇
　②〇〇わっと
　③きんぎょ〇〇い

　第２問
　①けい〇〇
　②〇〇たば
　③〇〇まいも

　第３問　
　①〇〇とうこ
　②ちょう〇〇
　③〇〇んこーと

答え

第１問　かた（かたあし、みかた、かたぐるま）　　第２問　さつ（けいさつ、さつたば、さつまいも）　
第３問　れい（れいとうこ、ちょうれい、れいんこーと）　第4問　すく（ますく、すくわっと、きんぎょすくい）
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食
改
さ
ん
養
成
講
座
の
参
加
者
募
集

　
長
島
町
で
は
今
年
度
、
食
生
活
改

善
推
進
員
養
成
講
座
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員（
食
改
さ
ん
）

と
は
、
地
域
の
食
に
関
す
る
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
地
域
に
出
向
い
て
料

理
教
室
を
開
催
し
た
り
、
月
に
一
度

の
定
例
会
で
健
康
に
関
す
る
勉
強
会

な
ど
を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
養
成
講
座
で
は
、
献
立
の
立
て
方

や
調
理
実
習
、
簡
単
な
運
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
対
象
者

　
長
島
町
に
住
民
票
の
あ
る
か
た

●
定
員

　
10
人
（
先
着
順
で
す
）

●
年
齢
・
性
別

　
問
い
ま
せ
ん

●
参
加
費

　
無
料　

（
調
理
実
習
時
の
み
３
０
０
円
徴

収
し
ま
す
）

●
応
募
方
法

①
０
９
９
６
（
86
）
１
１
５
７

②
二
次
元
コ
ー
ド

●
募
集
期
限

　
９
月
17
日
（
木
）
ま
で

●
日
時
・
内
容

　
下
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係

　
☎（
86
）１
１
５
７ ［
直
通
］

日時 場所 内容

第１回 ９月 18 日（金）
13：30 ～ 16：00 文化ホール２階（指江） ・開校式

・国民の健康状態と生活習慣病予防

第２回 10 月２日（金）
10：00 ～ 12：00 保健福祉センター（鷹巣） ・健康日本２１、健康かごしま 21

・長島の現状、健康ながしま 21

第３回 10 月 30 日（金）
13：30 ～ 15：30 文化ホール２階（指江） 　食育、食事バランスガイド、献立の立

て方について

第４回 11 月 20 日（金）
10：00 ～ 15：00 保健福祉センター（鷹巣） ・★調理実習（減塩の食事）

・食生活改善推進員と地区組織活動

第５回 12 月 18 日（金）
13：00 ～ 16：10 文化ホール２階（指江） ・運動（理論と実技）

・口腔と 8020 運動推進員について

第６回 １月 15 日（金）
10：00 ～ 13：00 保健福祉センター（鷹巣） ★調理実習（こどもの食事）

第７回 ２月５日（金）
13：30 ～ 15：30 文化ホール２階（指江） 食品衛生と食環境保全

第８回 ２月 19 日（金）
10：00 ～ 13：00 保健福祉センター（鷹巣） ★調理実習（フレイル予防の食事）

第９回 ３月 12 日（金）
10：00 ～ 11：30 保健福祉センター（鷹巣） ・食生活改善推進員と地区組織活動

・閉校式
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国
民
健
康
保
険
税
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

令和 8 年度の税率
医療分 支援分 介護分 子ども分

所得割率 6.00％ 3.80％ 2.40％ 0.40％
均等割額（1 人あたり） 18,000 円 8,000 円 8,500 円 900 円
平等割額（1 世帯あたり） 19,000 円 9,000 円 8,500 円 860 円
18 歳以上均等割額 ※ 1 － － － 100 円

賦課限度額（上限） 670,000 円　　
（+10,000 円）※ 2 260,000 円 170,000 円 30,000 円

（＋30,000円）

　

次
に
当
て
は
ま
る
か
た
は
、

　
　
　
　 

所
得
の
申
告
が
必
要
で
す

●●  

国
民
健
康
保
険
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

　（
国
民
健
康
保
険
の
非
加
入
世
帯
主
を
含
む
）

●●  

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

16
歳
以
上
の
か
た

※
収
入
が
な
い
か
た
や
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る

か
た
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
非
課
税
所
得
の
み
の
か
た
も
、
所
得
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
、
軽
減
判
定
、
高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
判
定
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
毎
年
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※１　子ども（１８歳に達する日以後の最初の３月３１日以前である者。高校生年代）については、均等割額が全額軽減されます。
※２　（　）内は前年度との比較

　
令
和
８
年
度
か
ら
、
社
会
全
体
で

令
和
８
年
度
か
ら
、
社
会
全
体
で

子
育
て
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
「
子

子
育
て
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
を
開

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
」
を
開

始
し
、
全
て
の
世
代
お
よ
び
企
業
か

始
し
、
全
て
の
世
代
お
よ
び
企
業
か

ら
、
医
療
保
険
の
保
険
税
と
併
せ
て

ら
、
医
療
保
険
の
保
険
税
と
併
せ
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
を
徴

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
を
徴

収
し
ま
す
。
徴
収
率
は
表
の
と
お
り

収
し
ま
す
。
徴
収
率
は
表
の
と
お
り

で
す
。

で
す
。・・・・・・・・・よくある質問（Q&A）・・・・・・・・・

　　「子ども・子育て支援金制度」って何？

「子ども・子育て支援金制度」は、子どもや子育て世帯を
社会全体で応援するための新たな財源の仕組みです。医

療保険の保険税に上乗せして支援金をご負担いただき、児童
手当の拡充や妊娠・出産期の支援などに活用します。

　　「子ども・子育て支援金」は、なぜ独身者や 
     高齢者も負担する必要があるの？

子どもたちが健やかに成長し、将来社会を支える担い手
となることは、すべての世代にとって大切なことです。

そのため、独身者や高齢者も含め、全ての世代や企業の皆
さんまで広く負担を分かち合う仕組みとなっています。

　令和８年４月分から始まって
るの？

令和８年４月分から従来の医療保険の保
険税と併せて拠出いただきますが、実際

に徴収を開始する時期は加入する医療保険に
よって異なります。（長島町の国民健康保険
税は第１期から）

みんなで支える、
             子どもたちの未来のために。

制度へのご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先

役場税務課国民健康保険税係
☎（86）１１７２［直通］
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土
壌
検
査
を
実
施

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
政
課
農
政
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

生
育
不
良
の
畑
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
町
の
畑
の
多
く
は
、
低
ｐ
Ｈ
（
酸

性
）
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
（
石
灰
）・

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
苦
土
）が
不
足
し
、

リ
ン
酸
・
カ
リ
が
過
剰
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
に
お
い
て
は
、

出
芽
が
悪
い
こ
と
や
草
丈
が
低
い
、

葉
が
早
く
に
黄
色
く
な
る
、
葉
や
茎

に
斑
点
が
あ
る
、
生
育
が
遅
い
な
ど

の
症
状
が
発
生
し
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

土
壌
検
査
を
行
い
、
結
果
に
基
づ
く

施
肥
量
を
示
し
た
処し
ょ
ほ
う
せ
ん

方
箋
を
作
成
し

て
渡
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
、

検
査
用
の
土
壌
回
収
を
行
い
ま
す
の

で
、
土
壌
の
採
取
・
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

１ 

提
出
時
期

　
８
月
17
日
（
月
）
～
８
月
24
日
（
月
）  

２ 

土
壌
提
出
場
所

　
野
菜
集
荷
所
（
町
内
８
カ
所
）
に
設
置
す
る
回
収
コ
ン
テ
ナ
（
平
尾・

蔵
之
元
・
指
江
・
汐
見
・
山
門
野
・
田
尻
・
伊
唐
・
鷹
巣)

３ 

提
出
点
数　

　
原
則
と
し
て
各
農
家
２
点
以
内
。 

特
に
生
育
の
悪
い
畑
を
優
先
し

て
く
だ
さ
い
。

４ 

土
壌
採
取
方
法

　
可
能
な
限
り
、
土
壌
水
分
の
少
な
い
時
に
採
取
し
て
く
だ
さ
い
。

【 
採
取
方
法
お
よ
び
採
取
量 

】

・
図
１
の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
ほ
場
か
ら
５
カ
所
土
壌
を
採
取
し
、
混

合
し
た
も
の
を
１
検
体
と
す
る
。

・
ほ
場
の
中
央
部
よ
り
１
カ
所(

①)

と
、
対
角
線
上
に
４
カ
所(

② 

③ 

④ 

⑤)

採
取
す
る
。	

・
図
２
の
よ
う
に
表
土
５
㌢
を
除
去
し
深

さ
５
～
15
㌢
の
土
壌
を
移
植
ご
て
で
採
取

す
る
。

・
採
取
量
は
①
～
⑤
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
各
茶
碗
１
杯
（
１
０
０
㌘
）
程
度
と
し
、

５
カ
所
分
を
一
つ
の
袋
の
中
で
よ
く
混
ぜ

る
（
全
部
で
茶
碗
５
杯
分
程
度 

） 

※
採
取
禁
止
箇
所

・
特
に
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ

・
堆
肥
の
積
ん
で
あ
っ
た
場
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
肥
料
が
こ
ぼ
れ
た
と
こ
ろ

・
そ
の
他
特
別
な
要
因

５ 

提
出
方
法

　
回
収
場
所
に
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
白
い
紙
に
、
次
の
事
項
を
記
入

し
て
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

・
ほ
場
の
字
地
番

・
土
壌
採
取
前
の
堆
肥
・
肥
料
の
有
無
、
さ
つ
ま
い
も
作
付
の
有
無

・
生
育
不
良
な
ど
が
あ
れ
ば
そ
の
症
状

６ 

診
断
項
目　

　
土
壌
ｐ
Ｈ
、
Ｅ
Ｃ
、
石
灰
、
苦
土
、
カ
リ
、
リ
ン
酸
、
Ｃ
Ｅ
Ｃ
（
推
定
）

７ 

検
査
結
果

　
土
壌
診
断
結
果
に
基
づ
く
処
方
箋
を
作
成
の
う
え
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
検
査
用
の
土
壌
回
収
期
間
中
に
天
候
不
良
で
土
壌
が
採
取
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
時
な
ど
の
晴
れ
た
日
に
早
目
に
採
取
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

①

③②

⑤④ 中央

図１

採
取
位
置

５
～
15
㌢

５
㌢
５
㌢

地表面から５㌢は
取り除く

図２　　地表面
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１
日（
水
）

２
日（
木
）

６
日（
月
）

７
日（
火
）

13
日（
月
）

14
日（
火
）

15
日（
水
）

17
日（
金
）

21
日（
火
）

22
日（
水
）

24
日（
金
）

27
日（
月
）

28
日（
火
）

30
日（
木
） 社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
（
役
場
）

全
国
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
現
地
常
任
理
事
会

�

（
高
知
県
）

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
総
会
（
指
江
支
所
）

赤
潮
被
害
に
お
け
る
要
望
活
動
（
鹿
児
島
市
）

第
１
回
北
薩
地
域
土
改
連
連
絡
協
議
会
（
さ
つ
ま
町
）

第
１
回
北
薩
地
域
行
政
懇
話
会
（
薩
摩
川
内
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会
総
会
（
出
水
市
）

消
防
叙
勲
褒
章
受
賞
者
表
敬
訪
問
（
役
場
）

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
（
沖
縄
県
）

鹿
児
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
第
64
回
通
常
総
会
・
第
４
回
理
事
会

�

（
鹿
児
島
市
）

県
浄
化
槽
推
進
市
町
村
協
議
会
通
常
総
会

鹿
児
島
県
港
湾
協
会
理
事
会
総
会
・
懇
談
会

海
の
日
表
彰
（
海
事
功
労
者
表
彰
）（
鹿
児
島
市
）

町
戦
没
者
追
悼
式
（
文
化
ホ
ー
ル
）

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
第
１
回
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

離
島
行
政
懇
談
会
（
鹿
児
島
市
）

県
治
山
林
道
協
会
第
14
回
定
時
総
会

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
に
係
る
中
央
要
望
活
動

�

（
東
京
都
）

赤
潮
被
害
に
お
け
る
要
望
活
動

川
床
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
協
会
委
員
表
敬
訪
問
（
役
場
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

固
定
資
産
税
に
係
る
各
種
届
出

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
賦
課
期

日
（
１
月
１
日
）
時
点
の
課
税
台

帳
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
に
基

づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
固
定
資

産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

の
次
の
①
～
③
の
よ
う
に
現
況
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
変
更
届
が

必
要
で
す
。

①
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
・
納
税
義
務
者
を
変
更
し
た
い
場
合

　
「
課
税
台
帳
所
有
者
・
納
税
義
務
者
変
更
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
現
在
の
納
税
義
務
者
お
よ
び
新
た
な
納
税
義
務
者
双
方
の
記
名
押
印
が
必
要
で
す
。

【
例
】
納
税
義
務
者
が
死
亡
し
た
、
売
買
な
ど
で
新
た
に
土
地
・
家
屋
を
保
有
し
た
な
ど

②
家
屋
を
解
体
し
た
場
合

　
「
課
税
台
帳
家
屋
抹
消
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
例
】
住
宅
、
倉
庫
を
解
体
し
た
な
ど

③
土
地
の
使
用
状
況
（
現
況
）
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

　
「
課
税
地
目
変
更
申
請
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

【
例
】
山
林
を
切
り
開
い
て
住
宅
を
建
築
し
た
（
山
林
か
ら
宅
地
）

　
　

  

家
屋
を
解
体
し
て
畑
を
造
成
し
た
（
宅
地
か
ら
畑
）

　
な
お
「
そ
の
他
雑
種
地
」
に
つ
い
て
は
、
現
況
に
よ
っ
て
評
価
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。
現
況
の
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
例
】
駐
車
場
か
ら
太
陽
光
発
電
施
設
利
用
地
へ
転
用
（
法
面
含
む
）

        

未
利
用
地
か
ら
造
成
・
集
積
場
（
平
地
）
へ
転
用
な
ど
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鷹
巣
診
療
所
の
体
制
に
つ
い
て

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い

た
辺
木
医
師
が
、病
気
治
療
の
た
め
、令
和
８

年
７
月
31
日
で
、退
職
と
な
り
ま
し
た
。
後
任

の
医
師
に
つ
い
て
は
、調
整
を
進
め
て
い
ま
す

が
、決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
診
療
所
の
医
師
体
制
は
、外
部
の
医
療
機
関

へ
医
師
の
派
遣
を
依
頼
し
維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
人
員
の
都
合
上
、「
医
師
１
人
体
制
」

で
の
診
療
日
が
増
え
、通
常
よ
り
も
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、時
間
に
余
裕

を
持
っ
た
来
院
な
ど
、円
滑
な
診
療
所
運
営
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、早
急
に
常
勤
医
師
を
確
保

し
、医
療
体
制
を
再
構
築
で
き
る
よ
う
最
善
を

尽
く
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
診
療
所

　
☎（
86
）０
０
５
４［
直
通
］

国
民
年
金
に
加
入
中
の
か
た
へ

　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
は
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
子
申
請
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
年
金
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
化
月
間

　
県
で
は
、８
月
を
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
化

月
間
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。「
人
権
」は
、全

て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、人

間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
誰
か

ら
も
お
か
さ
れ
な
い
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、安
全
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
す
。「
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
づ
く
り
」に
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
人
権
だ
け
で
な
く
、他
人
の
人
権
に
つ

い
て
も
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
、行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
保
健
課
戸
籍
住
民
係

　
☎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

こ
ど
も
の
人
権
相
談
強
化
週
間

　
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」や
家
庭
内
に
お

け
る
児
童
虐
待
な
ど
の
事
案
は
、数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動

を
目
的
と
し
て
、専
用
相
談
電
話
に
よ
る「
こ

ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
内
容
は
、こ
ど
も
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
、い
じ
め
や
体
罰
、虐
待
な
ど
内
容
は
問

い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
法
務
局
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
が
応
じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

〇
実
施
期
間

　
８
月
28
日（
金
）
～
９
月
３
日（
木
）

〇
時
間

・
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
土
曜
・
日
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
土
曜
・
日
曜
日
お
よ
び
平
日
の
延
長
時
間

帯（
午
後
５
時
15
分
～
7
時
）に
お
け
る
相
談

は
、福
岡
法
務
局
で
対
応
し
ま
す
。

〇
相
談
電
話
番
号

　
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０［
直
通
］

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
９（
２
１
９
）２
１
７
０［
直
通
］

県
収
入
証
紙
の
買
戻
し

　
県
で
は
、今
後
、使
用
見
込
み
の
な
い
収
入

証
紙
に
つ
い
て
、令
和
8
年
10
月
1
日
か
ら
令

和
13
年
9
月
30
日
ま
で
買
戻
し
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
証
紙
購
入
者
か
ら
の
買
戻
し
申
請
に
つ
い

て
は
、券
面
金
額
を
還
付
し
ま
す
。

　
買
戻
し
に
係
る
申
請
書
の
様
式
を
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
９
月
頃
掲
載
し
ま
す
の
で
、県
会

計
課
へ
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　
買
戻
し
期
間
以
外
で
の
買
戻
し
申
請
を
受

け
付
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
で
き
ま
す（「
収
入
証
紙
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
会
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
７
６
５

南
薩
少
年
自
然
の
家
施
設
開
放

　
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家
で
は
、施
設
を
開

放
し
、体
験
活
動
や
展
示
作
品
の
見
学
を
と
お

し
て
、自
然
の
家
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
施

設
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

〇
日
時

　
９
月
19
日（
土
）
～
23
日（
水
）

〇
場
所

　
南
薩
少
年
自
然
の
家

〇
内
容

　
【
創
作
活
動
】　
壁
か
け
ア
ー
ト

　
【
常
設
展
示
】　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、卓
球
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
忍
者
修
行
、パ
イ
プ
ラ
イ

ン
、輪
投
げ
、読
書
コ
ー
ナ
ー
、ピ
ア
ノ
な
ど

〇
参
加
費

・
壁
か
け
ア
ー
ト（
50
円
）

・
他
無
料

〇
申
込
方
法

　
事
前
申
請
な
し（
ど
な
た
で
も
）

〇
申
込
期
限

　
当
日
受
付

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
南
薩
少
年
自
然
の
家

　
☎
０
９
９
３（
77
）２
５
０
０

「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」開
催

　
県
で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
当

日
は
、各
運
動
施
設
で
の
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
大
会

や
特
設
ブ
ー
ス
で
の
体
験
活
動
な
ど
、気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
実
施
予
定
で
す
。

〇
日
時

　
９
月
26
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場
所

　
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
各
運
動
施
設

〇
内
容

　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

〇
参
加
費　
無
料

〇
申
込
方
法

　
当
日
会
場
に
て
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

一
部(

チ
ー
ム
参
加
な
ど)

、事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、後
日
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
５
５
）０
１
４
６

楽
し
い
天
文
講
座

　
秋
の
夜
空
に
つ
い
て
の
解
説
と
秋
編
で

公
開
予
定
の
新
作
星
物
語
の
上
映
を
行
い

ま
す
。ま
た
、月
に
つ
い
て
見
え
方
の
違
い（
時

間
・
方
向
・
欠
け
具
合
・
色
な
ど
）の
紹
介
や

星
座
時
計
に
つ
い
て
の
解
説
も
行
い
ま
す
。

〇
日
時

　
９
月
５
日（
土
）

〇
場
所

　
県
立
博
物
館
別
館（
宝
山
ホ
ー
ル
）

〇
時
間

　
午
前
11
時
～
正
午
、午
後
２
時
～
３
時

〇
入
場
料　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
博
物
館

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）６
０
５
０

太
陽
光
・
蓄
電
池
の
補
助
金

　
県
で
は
、県
内
中
小
事
業
者
な
ど
を
対
象
に

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の

導
入
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

〇
公
募
期
限

　
11
月
27
日（
金
）

※
先
着
順　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

〇
内
容

・
補
助
対
象
者　
県
内
中
小
事
業
者
な
ど

・
補
助
対
象
設
備　
自
家
消
費
型
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
池

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）鹿
児
島
県
環
境
技
術
協
会

　
☎
０
９
９（
２
０
２
）０
１
２
８

令
和
８
年
社
会
生
活
基
本
調
査

　
総
務
省
統
計
局（
鹿
児
島
県
）で
は
、10
月
20

日（
火
）現
在
で「
令
和
８
年
社
会
生
活
基
本
調

査
」を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
目
的

　
国
民
の
生
活
時
間
の
使
い
方
や
活
動
状
況

を
調
べ
社
会
や
暮
ら
し
の
た
め
の
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と

〇
調
査
日

　
10
月
20
日（
火
）現
在

〇
調
査
方
法

　
10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
掛
け
て
調
査
員
が

調
査
対
象
世
帯
へ
調
査
書
類
を
配
布

〇
回
答
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
も
し
く
は
紙
の
調

査
票
へ
記
入

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

使
っ
て
、い
つ
で
も
回
答
可
能
で
便
利
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。（「
社
会
生
活
基
本
調
査
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
統
計
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
４
８
２

ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー
タ
ー

　
県
で
は
、道
路
の
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
や
個
人
を「
ふ
る
さ
と
の
道
サ
ポ
ー

タ
ー
」と
し
て
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
支
援
対
象

　
県
管
理
道
路
の
一
定
区
間（
１
０
０
㍍
以

上
）の
日
常
的
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、年

1
回
以
上
の
定
期
的
な
清
掃
美
化
活
動
を
行

う
団
体
や
個
人

〇
支
援
内
容

・
団
体
名
な
ど
を
示
し
た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の

設
置

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加
入
へ
の
助
成

・
ご
み
袋
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
か
か
っ

た
経
費
へ
の
助
成（
年
間
３
万
円
を
上
限
）

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す（「
ふ
る
さ
と
の
道
サ

ポ
ー
ト
推
進
事
業
」で
検
索
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
道
路
維
持
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
５
６
６
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獅
子
島
幼
稚
園
・
小
学
校
で
重
機
体
験

僕
も
運
転
で
き
る
か
も

　
７
月
２
日
、獅
子
島
幼
稚
園（
松
岡
仁
志
園
長・　

９
人
）
と
小
学
校
（
同
校
長
・
46
人
）
の
１・
２

年
生
を
対
象
に
重
機
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
は
、
長
島
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

が
町
内
で
定
期
的
に
行
っ
て
い
て
、
獅
子
島
で
の

開
催
は
今
回
が
初
。
子
ど
も
た
ち
は
、
高
所
作
業

車
１
台
と
バ
ッ
ク
ホ
ウ
２
台
に
そ
れ
ぞ
れ
乗
り
込

み
重
機
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
楠
元
碧あ
お
と橙
さ
ん

（
５
歳
）
は
「
高
所
作
業
車
は
高
い
と
こ
ろ
ま
で

い
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ホ
ウ
は
優
し
く
教

え
て
く
れ
た
の
で
、
自
分
で
操
作
で
き
そ
う
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

第
76
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て

　
７
月
１
日
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
理
解
を
深
め
る
「
第
76
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
メ
ッ
セ
―
ジ
伝
達・広
報
出
発
式
が
、

町
役
場
ロ
ビ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
運
動
強
化
月
間
で
あ
る
７
月
に
毎
年
行
わ
れ
、

出
水
保
護
区
保
護
司
会
長
島
支
部
長
の
山
角
美
治

保
護
司
が
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
、
久
保
祐
紀
保
護

司
が
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
川
添
町
長
に

伝
達
し
ま
し
た
。
山
角
保
護
司
は
「
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、
地
域
全

体
で
見
守
り
や
支
え
合
い
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

第
29
回
子
ど
も
芸
術
劇
場

感
謝
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心

　
６
月
29
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
３
日
間
、
平
尾

保
育
園
と
風
の
杜
こ
ど
も
園
、
町
文
化
ホ
ー
ル
の
町

内
３
会
場
で
、
劇
団
さ
ん
ぽ
（
福
岡
県
）
に
よ
る
第

29
回
長
島
町
子
ど
も
芸
術
劇
場
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
催
し
は
、
町
内
の
未
就
学
児
を
中
心
と
し

て
芸
術
に
親
し
み
、
芸
術
へ
の
感
性
を
育
む
た
め
に

毎
年
行
わ
れ
、
各
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
演
目
は
、
ウ
ト
ガ
リ
ア
の
実

で
、同
劇
団
が
手
が
け
た
新
作
で
す
。「
ウ
ト
ガ
リ
ア
」

を
逆
さ
に
読
む
と
「
ア
リ
ガ
ト
ウ
」
に
な
り
、
感
謝

の
気
持
ち
や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
の
温
か
い

思
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

川
床
小
・
中
学
校
芸
術
鑑
賞
会

み
ん
な
の
声
が
重
な
り
合
っ
て

　
６
月
18
日
、
川
床
小
学
校
（
豊
島
秀
世
校
長
・

97
人
）
で
、
令
和
８
年
度
青
少
年
の
た
め
の
芸
術

鑑
賞
会
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
オ
ペ
ラ
協
会
の
８

人
に
よ
る
声
楽
と
生い
く
た
り
ゅ
う
そ
う
き
ょ
く
あ
や
ね
の
か
い

田
流
筝
曲
綵
音
乃
会
の
５
人

に
よ
る
邦
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
会
に
は
、
川

床
中
学
校
（
秦
一
成
校
長
・
46
人
）
の
１・
２
年

生
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
保
育
施
設
や
小
学
校
で
お
な
じ
み
「
に
じ
」
の

曲
を
同
協
会
と
児
童
生
徒
が
大
声
で
合
唱
し
ま
し

た
。
久
保
紗さ

ゆ

み
由
未
さ
ん
（
中
２
）
は
「
に
じ
の
合

唱
で
は
、
み
ん
な
の
声
が
重
な
り
合
っ
て
素
敵
な

歌
声
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
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み
ん
な
の
食
堂
す
い
せ
ん
の
花

み
ん
な
で
楽
し
く
食
事
を

　

７
月
４
日
、
茅
屋
自
治
公
民
館
で
、
長
島
町
ひ

と
り
親
寡
婦
福
祉
会「
す
い
せ
ん
の
会
」を
は
じ
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
協
力
し
て
「
み
ん
な
の
食
堂
す
い
せ
ん
の
花
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
堂
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
や
町
内
の
親
子
づ

れ
な
ど
が
訪
れ
、
七
夕
が
近
い
こ
と
か
ら
、
願
い

事
を
書
い
た
短
冊
を
み
ん
な
で
飾
り
付
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
カ
レ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
美

味
し
い
食
事
を
満
喫
。
参
加
し
た
𠮷
武
ミ
チ
子
さ

ん
は
「
子
ど
も
た
ち
と
話
せ
る
良
い
機
会
を
も
ら
っ

た
。
次
は
友
達
を
誘
っ
て
来
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

指
江
の
水
源
地
で
水
神
祭

こ
れ
か
ら
も
安
全
な
水
を
安
定
供
給

　
７
月
10
日
、
指
江
の
魚
釣
瀬
水
源
地
で
安
全
祈

願
祭
を
行
い
、
水
道
工
事
指
定
工
事
店
会
会
員
な

ど
約
20
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
水
道
の
安
全
供
給
と
共
に
水
道
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
、
水
の
恵
み
へ
の
感
謝
を
捧
げ

て
い
ま
す
。

　
同
会
の
永
岡
軍
治
会
長
は
「
地
域
住
民
の
生
活

を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
・
整
備
を
担
う

者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
安
全
な
水
の
安
定
供
給
を
実
現
し
、
工
事

の
安
全
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

町
建
友
会
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う

　
７
月
10
日
、長
島
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

が
、
小
浜
海
水
浴
場
と
あ
づ
ま
海
水
浴
場
周
辺
の

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎
年
行
わ
れ
、
町
の
き
れ

い
な
海
岸
を
保
つ
た
め
に
、
14
社
が
作
業
に
励
み

ま
し
た
。
小
浜
海
水
浴
場
で
は
、
会
員
を
代
表
し

て
長
嵜
直
寿
さ
ん
が
「
町
内
外
か
ら
の
お
客
さ
ん

が
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
会
員
ら
は
、
海
岸
内
と
周
辺
の
道
路
、
駐

車
場
、
伸
び
た
木
の
伐
採
な
ど
の
美
化
作
業
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。

伊
唐
小
学
校
、
水
辺
の
安
全
教
室

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

　
７
月
６
日
、
水
辺
の
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
教
室
は
、
夏
に
な
り
児
童
ら
が
水
辺
で
遊
ぶ

機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
安
全
意
識
の
向
上
な

ど
を
目
的
に
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
、
町

内
４
つ
の
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
日
は
、

町
民
プ
ー
ル
で
伊
唐
小
学
校（
向
井
理
恵
子
校
長・

15
人
）
の
全
児
童
が
参
加
し
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
有
用
性
や
落
水
時
の
対
処
方
法
な
ど
、
体
験

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
村
川
叶か
の
ん音
さ
ん（
６
年
）

は
「
海
や
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
と
き
は
、
今
日
の
学
び

を
生
か
し
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う
に

し
っ
か
り
行
動
に
移
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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長
島
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
２
０
２
６

ス
ポ
ー
ツ
を
交
え
て
英
会
話

　
７
月
19
日
、
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
「
長
島
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
２
０
２
６
」
を
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
町
の
子
ど
も
約
70
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
４
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
と
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ
や
モ
ル
ッ

ク
な
ど
、
海
外
発
祥
の
室
内
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で

き
る
ブ
ー
ス
で
英
語
を
使
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
上
野
麗う
る
は羽
さ
ん
（
鷹
巣

小
１
年
）
は
「
ボ
ッ
チ
ャ
が
簡
単
に
で
き
て
一
番

楽
し
か
っ
た
。
英
語
は
、
サ
ン
キ
ュ
ー
（
あ
り
が

と
う
）
を
覚
え
た
」
と
、
覚
え
た
て
の
英
語
を
披

露
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
科
学
教
室
ｉ
ｎ
な
が
し
ま

作
っ
て
不
思
議
、
使
っ
て
楽
し
い

　
７
月
18
日
、
町
教
育
委
員
会
が
「
わ
く
わ
く
ど

き
ど
き
科
学
教
室
ｉ
ｎ
な
が
し
ま
」
を
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
体
験
を
と
お
し
て
、

科
学
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。「
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
の
世
界（
写

真
右
上
）」
や
「
高
く
飛
ば
せ
！
ジ
ャ
イ
ロ
コ
プ

タ
ー
」、「
Ｐ
Ｈ
試
験
用
紙
で
酸
と
ア
ル
カ
リ
の
違

い
を
知
ろ
う
（
左
上
）」「
不
思
議
な
ス
ラ
イ
ム
」

な
ど
全
17
ブ
ー
ス
が
町
内
外
か
ら
出
展
。
子
ど
も

か
ら
そ
の
保
護
者
ま
で
、
み
ん
な
で
科
学
の
不
思

議
を
学
び
、
楽
し
み
ま
し
た
。

　
出
水
市
か
ら
訪
れ
た
中
田
紫し
づ
き月
さ
ん
（
10
歳
・

写
真
左
下
）
は
「
製
作
段
階
で
は
、
ジ
ャ
イ
ロ
コ

プ
タ
ー
の
仕
組
み
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
作

る
の
は
難
し
か
っ
た
が
、
飛
ば
す
の
が
面
白
か
っ

た
。
家
に
帰
っ
て
家
族
で
一
緒
に
遊
び
た
い
」
と

満
面
の
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

海
水
浴
場
で
海
開
き
の
神
事

安
心
安
全
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い

　

７
月
14
日
、
小
浜
海
水
浴
場
で
、
７
月
15
日

は
、
あ
づ
ま
海
水
浴
場
で
海
開
き
に
合
わ
せ
て
安

全
祈
願
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
で

は
、
夏
本
番
を
迎
え
町
内
の
海
辺
で
海
水
浴
を
は

じ
め
、
夏
祭
り
納
涼
祭
、
カ
ヌ
ー
横
断
大
会
な
ど

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
神
事
に
は
、
町
観
光
協
会
や
周
辺
公
民
館
長
な

ど
約
20
人
が
出
席
し
、
海
の
無
事
故
無
災
害
を
祈

願
。
小
浜
海
水
浴
場
管
理
人
の
町
田
英
史
さ
ん
は

「
海
水
浴
の
他
に
も
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
施

設
も
あ
る
の
で
、
安
心
安
全
に
気
持
ち
良
く
利
用

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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長
島
町
戦
没
者
追
悼
式

平
和
な
日
々
に
感
謝
し
て

　
７
月
22
日
、
令
和
８
年
度
長
島
町
戦
没
者
追
悼

式
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
、
遺
族
の
ほ
か
、
町
関
係
者
な
ど
約
30

人
が
参
列
し
、
戦
没
者
に
対
し
て
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
追
悼
の
言
葉
で
は
、
遺
族
会
会
長
の
松
山
紀
久

男
さ
ん
（
馬
込
）
が
「
終
戦
か
ら
81
年
が
経
過
し
、

戦
争
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
し
み
と
苦
し

み
、
私
た
ち
が
現
在
享
受
し
て
い
る
平
和
な
日
々

の
喜
び
の
陰
に
は
、
尊
い
殉
国
の
犠
牲
が
秘
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」と
述
べ
、

参
列
者
は
、
献
花
台
に
花
を
手
向
け
ま
し
た
。　

長
崎
鼻
灯
台
公
園
周
辺
で
た
く
さ
ん
の
ヒ
マ
ワ
リ

き
れ
い
な
景
色
は
み
ん
な
の
協
力
で

　
７
月
20
日
ご
ろ
か
ら
、
長
崎
鼻
灯
台
公
園
（
唐

隈
）
周
辺
の
畑
に
た
く
さ
ん
の
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲

き
は
じ
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
島
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

同
公
園
周
辺
の
美
し
さ
を
、
地
域
住
民
に
は
誇

り
に
、
訪
れ
た
人
に
は
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
と
例
年
、
城
川
内
と
唐
隈
の
周
辺
農
家
が

協
力
し
て
、
種
ま
き
を
行
い
、
種
子
は
株
式
会

社
長
島
物
産
館
（
栫
修
代
表
取
締
役
）
が
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
咲
い
た
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
魅

了
し
、
今
年
は
、
10
㌶
の
畑
に
１
０
０
万
本
分

を
作
付
け
。
長
期
間
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

畑
ご
と
に
時
期
を
ず
ら
し
て
種
ま
き
を
行
い
、

８
月
中
旬
ま
で
を
目
途
に
咲
い
て
い
る
状
態
を

維
持
で
き
る
予
定
で
す
。

　
耕
作
者
で
あ
り
、
唐
隈
自
治
公
民
館
長
の
柏

木
義
郎
さ
ん
は
「
公
園
周
辺
の
農
家
や
皆
さ
ん

の
協
力
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
大
規
模
な
ヒ
マ

ワ
リ
畑
を
例
年
実
施
で
き
る
こ
と
に
感
謝
。
昨

年
、
入
口
か
ら
灯
台
ま
で
の
道
路
を
整
備
し
て

も
ら
い
、
今
ま
で
よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
観

光
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
来

て
も
ら
っ
て
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。

九
州
一
の
ヒ
マ
ワ
リ
畑
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん

の
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
し

ま
し
た
。

　
７
月
16
日
、
平
尾
出
身
の
小
説
家
で
あ
る
妻
木
新

平
さ
ん
の
作
品
「
名
医
録
」
を
現
代
表
記
版
と
し
て

大
堂
定
憲
さ
ん
（
浜
漉
・
写
真
）、
桐
野
徹
朗
さ
ん

（
蔵
之
元
）、
山
﨑
友
喜
さ
ん
（
母
良
木
）
の
３
人
が

出
版
し
ま
し
た
。
同
作
品
は
、
第
19
回
芥
川
賞
の
候

補
に
な
っ
た
作
品
で
す
。
本
は
、
町
内
の
小
中
学
校

や
図
書
館
な
ど
に
寄
贈
予
定
。
残
り
は
町
歴
史
民
俗

資
料
館
で
購
入
可
能
で
、
内
容
は
上
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
大
堂
さ
ん
は
「
30
年
前
か

ら
計
画
し
て
い
た
妻
木
先
生
の
現
代
表
記
版
を
出
版

で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
う
。
先
生
の
作
品
を
た
く

さ
ん
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

妻
木
新
平
の
小
説
「
名
医
録
」
を
出
版

町
出
身
小
説
家
の
作
品
を
よ
ん
で
ほ
し
い
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いのちは見えるよ おすしがあるひたびにでた

作／及川和男

いのちについて考え、話し合える
長編絵本

マグロのおすしが、山へ海へ旅に
出た！その先には、どんな事が
待っている？

オ
ク
ラ
の
花
淡
き
黄
色
の
輝
き
て
緑
実
と
り
て
朝
餉
に
供
す 

心う
ら
も思
ふ
数あ
ま
た多
あ
れ
ど
も
生
ま
れ
日
を
控
へ
て
寝
ぬ
る
今
日
の
平
安 

朝
顔
の
蔓
伸
び
す
ぎ
て
み
ご
と
に
も
椿
の
枝
を
隠
し
花
さ
く 

青
か
り
し
鬼
百
合
も
梅
雨
に
赤
々
と
切
り
紙
の
ご
と
反
り
返
り
咲
く

坂
之
下
典
子

米
尾
和
子

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

小
林 

　
貢

小
林
如
月

母
木
良
平

川
島
輝
文

町
田
末
則

手
入
れ
せ
ぬ
山
に
イ
ノ
シ
シ
里
に
ク
マ
マ
タ
ギ
も
老
い
て
後
継
ぎ
さ
が
し

今
昔
、
遊
び
に
変
わ
り
無
い
け
れ
ど
、
昔
手
作
り
今
は
ダ
イ
ソ
ー

去
り
し
人
ふ
と
想
い
出
す
ひ
と
り
酒 

背
も
た
れ
の
な
い
椅
子
に
座
り
て

妹
が
我
よ
り
先
に
旅
立
ち
ぬ
兄
へ
の
知
ら
せ
低
き
声
に
て

時じ

き期
な
る
と
知し

ら
ぬ
間ま
に
く来
る
本ほ
ん
と
う当
だ
情な
さ

け
な
い
思お
も

う
不ふ
し
ぎ
な
ん

思
議
何
だ
よ

田中達也／作

腰
曲
げ
て
草
取
女 

歩
き
だ
す

朝
凪
や
水
鏡
な
る
島
岬

念
入
り
に
爪
と
ぐ
猫
や
燕
飛
ぶ

夏
近
し
絵
手
紙
届
く
昼
下
が
り

朝
凪
や
細
波
が
打
つ
四
拍
子

二
階
堂
恵
子

坂
口
　
　
子

大
堂
　
正
弘

関
　
佳
代
美

関
　
喜
久
雄

朝
凪
や
フ
ェ
リ
ー
も
漁
船
も
水
尾
著
し

流
行
歌
口
遊
み
つ
つ
草
取
女

朝
凪
の
瀬
戸
を
バ
イ
ク
の
女
子
高
生

紫
陽
花
や
夫
の
髪
切
る
誕
生
日

母
の
顔
浮
か
ぶ
生
家
や
合
歓
咲
け
り

梅
雨
晴
や
木
戸
を
出
て
行
く
押
し
車

淵
脇
　
護

白
男
川
孝
仁

二
階
堂
妙
子

大
堂
　
早
苗

山
嵜
加
代
子

迫
口
　
君
代



個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
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編
集
後
記

　
子
ど
も
が
通
う
保
育
園
の
盆

踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
年
長
さ
ん
の
子
ど
も
が
い
る

私
は
、
出
店
の
か
き
氷
係
で
、

子
ど
も
た
ち
に
か
き
氷
を
作
り

ま
し
た
。
例
年
保
護
者
が
代
わ

る
代
わ
る
出
店
の
係
を
行
っ
て

い
ま
す
。
か
き
氷
は
、
長
蛇
の

列
が
で
き
て
大
変
そ
う
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
今
年
は
、
つ

い
に
自
分
の
順
番
と
な
り
ま
し

た
。

　
実
際
に
作
っ
て
み
る
と
、
需

要
に
対
し
て
の
供
給
が
全
く
間

に
合
わ
ず
、
て
ん
て
こ
舞
い
。

し
か
し
な
が
ら
私
は
、
か
き
氷

を
大
盛
り
で
作
り
、
必
要
の
な

い
こ
だ
わ
り
で
ひ
と
り
大
奮
闘

し
て
い
ま
し
た
。
結
局
、
園
の

先
生
や
別
の
係
を
し
て
く
れ
て

い
た
保
護
者
な
ど
に
手
伝
い
を

い
た
だ
い
て
な
ん
と
か
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　�

大
西
　
洋
介



第４回

砂 ASO Beach

　in 長島

　　参加者募集
！

場所　小浜海水浴場
日時　８月 29日（土）　午後１時 30分～午後４時（受付 12時 45分～）

海でも、砂浜でも、遊べるアクティビティ！

アクティビティ詳細
※プログラムは変更となる場合があります。
・サップ、メガサップ、ビーチフラッグ、ビーチサンダル
飛ばし、ビーチモルック、水辺の安全教室
※ビーチサンダル飛ばしには各自のサンダルを使用します。

主催：長島町教育委員会
共催：公益財団法人 B&G財団
　　：長島町 B&G指導者会
　　：長島町少年団本部

ー問い合わせ先ー
長島町教育委員会社会教育課

℡：0996-88-6500
fax：0996-88-6501

砂浜のアクティビティ！ 海でのアクティビティ！

ビーチクリーン

ビーチモルック

SUP体験ビーチフラッグ

メガ SUP体験

ビーチフラッグ
を制する者は
砂浜を制する

ビーチサンダル飛ばし
みんなで楽しむ！
海は友達！

※事前申し込みです。８月 21日（金）までに二次元コードから申し込みください。
※参加料は 300 円です。当日受付でお支払いください。

8月号
［No.245］

令和８年

2026年8月13日木曜日 発行



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●９月の第 3月曜日は敬老の日です。
　多年にわたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝うことを趣旨としています。
●９月 23日は秋分の日です。
　祖先をうやまい、なくなった人びとをしのぶ日です。

２０２６９

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７
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◎特定・胃がん検診

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎離乳食教室
� （　）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇かじわら内科クリニック 62-0419
〇出水病院 62-0419
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□長島調剤薬局 64-5555
□五万石薬局 63-8800
□出水マリンバ薬局　63-8601

◎特定・胃がん検診

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎ 3 歳半健診
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎特定・胃がん検診

〇こどもクリニック永松 64-1500
〇林胃腸科外科 73-3639
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□かしま薬局 63-3970
□会営薬局阿久根店 72-5060

◎特定・胃がん検診

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ　　（獅子島)

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

※平尾診療所　休診

〇内山病院 73-1551
〇出水眼科 62-8350
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□エンジェル薬局 65-7637
□市民調剤薬局 68-0150
□会営薬局 64-8280

� 敬老の日

■燃やせるごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ
　　　　　　　（獅子島）

〇境田医院 67-2600
〇いまむらクリニック 73-1700

国民の休日

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇福 永 内 科 循 環 器 科  6 2 - 8 2 0 0
〇阿久根眼科 72-0040

� 秋分の日

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

〇福永内科循環器科 62-8200
〇山田クリニック 72-0420

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇長島クリニック 88-6405
〇キッズクリニック 63-7707
〇よう皮ふ科医院 63-1112
〇福田クリニック 79-3775
◇キッズクリニック 63-7707
□さすえ薬局 88-6011
□さくら薬局 63-7700
□あすか薬局 63-7322
□さくら薬局 63-7700

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎幼児歯科健診
� （保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）


